
　
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
は
２
月

日
、
大
阪
市
西
区
の
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
８
階

の
中
ホ
ー
ル
で
「
自
然
の
叡
智
に
学
ぶ
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
い
た
。
技
術
セ
ミ
ナ
ー
は
今

回
で
３
回
目
。
副
題
に
「
生
物
に
学
ぶ
ア
ク
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

水
ビ
ジ
ネ
ス
に
活
用
で

き
る
生
物
由
来
の
技
術
ア
イ
デ
ア

」
が
付
け
ら
れ
た
。
生
物
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
シ
ス
テ
ム

な
ど
自
然
の
叡
智
を
産
業
技
術
に
利
用
す
る
こ
と
は
、
地
球
環
境
問
題
に
直
面
す
る
現
状

に
お
け
る
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
集
め
つ
つ
あ
る
。
技
術
開
発
を
向
上
さ
せ
よ
う

と
奮
闘
を
続
け
る
産
業
界
を
支
援
し
、
参
加
企
業
の
抱
え
て
い
る
課
題
の
解
決
や
新
た
な
製

品
開
発
へ
と
つ
な
が
る
糸
口
を
見
つ
け
出
す
狙
い
だ
。

　
関
西
で
の
技
術
セ
ミ
ナ
ー
は

３
回
目
で
、
大
阪
科
学
技
術
セ

ン
タ
ー
に
は
大
学
や
企
業
な
ど

の
関
係
者
約
１
０
０
人
が
集
ま

っ
た
。
過
去
の
２
回
は
第
１
回

が
７
月

日
に
「
自
然
の
生
態

に
学
ぶ
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
、
第
２
回
が

月

日

に
「
生
物
に
学
ぶ
ソ
ー
シ
ャ
ル

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

個
と
集
団

の
素
敵
な
関
係

」
と
題
し
て

開
か
れ
た
。

　
今
回
は
「
水
」
を
中
心
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
。
水
は
生
命

活
動
や
産
業
活
動
を
す
る
上
で

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
現

在
は
世
界
的
な
人
口
増
加
や
都

市
化
、
経
済
成
長
な
ど
に
伴

い
、
地
球
全
体
で
水
の
需
要
が

急
速
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ

う
し
た
背
景
を
受
け
、
「
水
ビ

ジ
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ
る
産
業
で

あ
る

ア
ク
ア
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン

が
大
き
く
進
展
す
る
と
期

待
さ
れ
て
い
る
。

　
わ
が
国
は
水
処
理
や
淡
水
化

を
は
じ
め
、
水
ビ
ジ
ネ
ス
を
支

え
る
技
術
に
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
有
す
。
生
物
由
来
の
技
術

に
つ
い
て
、
微
生
物
や
植
物
に

よ
る
水
質
浄
化
、
バ
イ
オ
マ
ス

発
電
な
ど
が
自
治
体
で
導
入
さ

れ
、
一
定
の
成
果
を
収
め
つ
つ

あ
る
。

　
「
生
物
に
学
ぶ
ア
ク
ア
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
」
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
生
物
由
来
の
新
し
い
技
術

や
ア
イ
デ
ア
、
生
物
の
機
能
、

構
造
、
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
活
用
し

た
水
に
か
か
わ
る
技
術
を
学
ん

だ
。
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
資

源
の
抱
え
る
課
題
の
解
決
や
新

た
な
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
を

探
る
機
会
に
し
た
セ
ミ
ナ
ー
に

訪
れ
た
来
場
者
は
耳
を
傾
け
て

い
た
。

自然の叡智に学ぶ技術セミナー

技
術
セ
ミ
ナ
ー
会
場

基
調
講
演
微
生
物
に
よ
る
廃
水
・
廃
棄
物
処
理
技
術
～
水
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
応
用
～

■
大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
主
催
■
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技術セミナー技術セミナー

海
流
発
電
装
置
（
マ
グ
ロ
型
水
流
タ
ー
ビ
ン
）
に
つ
い
て

ノ
ヴ
ァ
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
長
鈴
木
清
美
氏

２
�
四
方
の
海
域
で
４
０
万
時
可
能

下
水
汚
泥
低
温
炭
化
燃
料
化
技
術
の
特
徴
と
事
業
化
に
つ
い
て

月
島
機
械
水
環
境
事
業
本
部
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
技
術
部
熱
技
術
第
２
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
ー
横
幕
宏
幸
氏

微
生
物
を
用
い
た
レ
ア
メ
タ
ル
・
貴
金
属
の
回
収

大
阪
府
立
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
化
学
工
学
分
野
教
授
小
西
康
裕
氏

日
本
バ
イ
オ
マ
ス
研
究
所
科
学
技
術
顧
問
北
里
研
究
所
・
臨
床
試
験
事
業
本
部
副
本
部
長
伊
藤
勝
彦
氏

新
種
微
細
緑
藻
類
バ
イ
ノ
ス
を
用
い
た
放
射
性
物
質
汚
染
水
の
除
去
・
浄
化

洗
浄
水
、
固
液
分
離
手
法
を
提
案

再
資
源
化
の
新
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に

温
室
効
果
ガ
ス
大
幅
に
削
減

　
新
種
微
細
緑
藻
類
「
バ
イ
ノ

ス
」
は
放
射
性
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ

ム
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
を
極
め
て

効
率
よ
く
吸
収
す
る
。
揮
発
性
ガ

ス
と
な
り
、
遠
隔
地
ま
で
到
達
し

甲
状
腺
が
ん
の
発
症
が
懸
念
さ
れ

る
放
射
性
ヨ
ウ
素
に
関
し
て
は
、

バ
イ
ノ
ス
は
光
存
在
下
で
効
率
よ

く
吸
収
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　
実
際
の
汚
染
現
場
で
も
バ
イ
ノ

ス
が
同
様
の
効
果
を
示
す
か
否
か

を
検
討
す
る
べ
く
、
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
か
ら

付
近
で

最
も
放
射
線
汚
染
が
強
い
福
島
県

浪
江
町
に
行
き
、
水
や
土
壌
を
採

取
し
て
持
ち
帰
り
、
検
証
し
た
結

果
、
実
験
室
レ
ベ
ル
と
同
様
に
バ

イ
ノ
ス
が
効
率
よ
く
放
射
性
物
質

を
吸
着
す
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

　
研
究
レ
ベ
ル
で
効
果
を
実
証
し

た
バ
イ
ノ
ス
を
用
い
た
除
染
で
原

発
の
外
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
観
点
か
ら

い
え
ば
、
開
放
さ
れ
た
市
場
と
い

え
る
。
除
染
は
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
が

対
象
だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
水
を
大

量
に
使
う
高
圧
洗
浄
に
代
わ
っ
て

少
量
の
水
で
効
果
的
に
除
染
す
る

方
法
を
提
案
し
て
い
る
。
環
境
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
少
な
い
天

然
界
面
活
性
剤
で
道
路
や
住
宅
を

洗
浄
し
、
そ
の
洗
浄
水
を
バ
イ
ノ

ス
粉
末
を
含
む
凝
集
剤
で
放
射
性

物
質
ご
と
凝
集
さ
せ
て
濾
過
に
よ

り
固
液
分
離
す
る
手
法
を
提
案
す

る
。

　
加
え
て
、
汚
染
水
に
関
し
て

は
、
バ
イ
ノ
ス
を
ビ
ー
ズ
状
に
加

工
し
た
も
の
を
カ
ラ
ム
に
注
水
す

る
こ
と
で
効
率
的
に
放
射
性
物
質

を
取
り
除
け
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
、
除
染
す
る
と
最
終
的
に
は
汚

染
水
が
生
じ
る
。
「
バ
イ
ノ
ス

法
」
は
、
こ
の
汚
染
水
を
処
理
で

き
る
有
効
な
手
法
と
い
え
る
。

　
レ
ア
メ
タ
ル
の
安
定
供
給
確
保

の
た
め
、
資
源
開
発
か
ら
最
終
製

品
の
製
造
に
至
る
ま
で
一
体
と
な

っ
た
取
り
組
み
が
必
要
だ
。
レ
ア

メ
タ
ル
の
市
場
規
模
は
素
材
で
３

兆
円
、
最
終
製
品
で
１
５
０
兆
円

の
規
模
に
な
る
。
東
ア
ジ
ア
の
経

済
発
展
と
資
源
枯
渇
に
伴
う
価
格

上
昇
が
あ
る
。

　
溶
液
中
の
レ
ア
メ
タ
ル

白
金

族
金
属
、
金

を
室
温
で

分
程

度
の
時
間
で
迅
速
で
液
相
か
ら
ワ

ン
ス
テ
ッ
プ
で
微
生
物
細
胞
に
分

離
・
濃
縮
・
粒
子
化
し
、
燃
料
電

池
用
な
ど
貴
金
属
触
媒
と
し
て
応

用
す
る
。

　
想
定
さ
れ
る
ユ
ー
ザ
ー
は
液
晶

デ
ィ
ス
プ
レ
ー
、
自
動
車
部
品
な

ど
の
メ
ー
カ
ー
に
は
バ
イ
オ
技
術

に
基
づ
く
物
質
循
環
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

に
な
る
。
貴
金
属
、
非
鉄
金
属
の

製
造
企
業
に
は
、
工
場
排
水
か
ら

の
レ
ア
メ
タ
ル
回
収
プ
ロ
セ
ス
開

発
に
お
い
て
、
バ
イ
オ
技
術
の
導

入
が
有
効
と
考
え
て
い
る
。
レ
ア

メ
タ
ル
含
有
廃
液
の
再
資
源
化
を

目
指
す
企
業
に
は
、
経
済
性
と
環

境
負
荷
低
減
の
両
面
か
ら
も
有
効

だ
。

　
新
バ
イ
オ
技
術
開
発
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
使
用
量
と
物
質
消
費
量
、

二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

発
生
量

を
削
減
で
き
る
環
境
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
効
果
と
、
無
機
ナ
ノ
粒

子
の
新
規
調
製
法
と
し
て
展
開
で

き
る
ナ
ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
し
て

の
期
待
が
あ
る
。

　
ま
た
、
地
域
で
の
都
市
鉱
山
の

掘
り
起
こ
し
で
分
散
型
社
会
へ
の

貢
献
や
レ
ア
メ
タ
ル
の
資
源
外
交

を
優
位
に
進
め
、
国
内
産
業
の
国

際
的
競
争
力
を
維
持
・
強
化
す
る

こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
。

　
１
６
０
万

の
巨
大
海
流
発

電
所
構
想
は
、
わ
が
国
に
あ
る
１

３
５
万

級
の
大
型
原
子
力
発

電
所
を
超
え
る
も
の
で
、
建
設
費

用
も
抑
え
て
い
る
。
こ
の
装
置
は

４

四
方
の
海
中
に
設
置
さ

れ
、
東
シ
ナ
海
に
流
れ
る
黒
潮
本

流
の
幅
１
０
０

、
時
速
３
―

４

、
石
垣
島
の
西
か
ら
屋
久
島

の
南
ま
で
約
１
０
０
０

の
と

こ
ろ
な
ら
ど
こ
で
も
設
置
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
タ
ー
ビ
ン
は
繊
維
強
化
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク

Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
か
鉄
製

で
、
内
部
を
空
洞
と
し
て
水
や
海

水
が
自
由
に
出
入
り
し
、
深
海
部

で
も
浮
力
、
重
力
、
圧
力
に
関
係

な
く
、
流
れ
に
対
し
て
平
衡
を
保

つ
。
海
中
の
浮
遊
物
が
衝
突
し
て

も
破
損
し
に
く
い
形
で
魚
や
大
型

の
ク
ラ
ゲ
、
海
藻
や
物
が
プ
ロ
ペ

ラ
に
絡
ま
な
い
よ
う
に
設
計
し
て

い
る
。
流
木
や
ロ
ー
プ
、
網
の
切

れ
端
な
ど
と
衝
突
し
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
す
り
抜
け
る
。

　
水
の
流
れ
に
沿
っ
て
タ
ー
ビ
ン

が
回
転
す
る
た
め
に
、
高
速
回
転

せ
ず
プ
ロ
ペ
ラ
先
端
で
の
キ
ャ
ビ

テ
ー
シ
ョ
ン
は
発
生
し
な
い
。
ま

た
低
速
回
転
の
た
め
に
水
中
の
生

き
物
の
生
息
を
妨
害
し
な
い
。

　
海
流
発
電
所
の
１
ユ
ニ
ッ
ト
は

長
さ
１
２
０

の
垂
直
に
伸
び
た

大
型
ブ
イ
に
５
０
０

時
の
プ

ロ
ペ
ラ
４
基
を
取
り
付
け
、
発
電

力
２
０
０
０

時
と
し
た
海
流

発
電
装
置
だ
。
２

四
方
の
海

洋
に
設
置
す
る
こ
と
で

万

時
の
発
電
プ
ラ
ン
ト
を
建
設
す
る

こ
と
が
可
能
と
な
る
。
独
自
開
発

の
垂
直
ブ
イ
は
重
り
と
バ
ラ
ス
ト

で
重
力
と
浮
力
を
調
製
し
、
ブ
イ

本
体
の
喫
水
を
決
め
、
海
底
に
ア

ン
カ
ー
で
固
定
す
る
。
台
風
な
ど

の
要
因
に
よ
る
波
な
ど
の
影
響
下

で
も
安
定
し
た
水
の
流
れ
を
確
保

す
る
。

　
下
水
汚
泥
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

国
土
交
通
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

年
々
伸
び
て

％
を
超
え
て
い
る

が
建
設
資
材
へ
の
利
用
が
中
心

だ
。
た
だ
、
下
水
汚
泥
中
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
や
農
緑
地
利
用
な
ど
有
機

物
の
利
用
は
約

％
に
留
ま
っ
て

い
る
。
下
水
道
施
設
か
ら
排
出
の

内
訳
は
処
理
場
の
電
力
消
費
に
伴

う
Ｃ
Ｏ
２
が
全
体
の
約
半
分
、
汚

泥
消
却
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
２
の
３
１
０

倍
の
温
室
効
果
が
あ
る
亜
酸
化
窒

素

Ｎ
２
Ｏ

が
約
４
分
の
１
を

占
め
て
い
る
。

　
低
温
炭
化
は
燃
料
利
用
先
で
削

減
で
き
る
温
室
効
果
ガ
ス
量
が
大

き
い
た
め
、
ト
ー
タ
ル
で
見
た
場

合
は
温
室
効
果
ガ
ス
を
削
減
側

と
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　
低
温
炭
化
燃
料
化
シ
ス
テ
ム
は

汚
泥
乾
燥
機
や
造
粒
機
、
炭
化
炉

な
ど
で
構
成
す
る
。
乾
燥
汚
泥
を

造
粒
す
る
こ
と
で
炭
化
炉
内
で
の

加
熱
が
均
一
化
さ
れ
、
燃
料
物
の

状
態
が
安
定
す
る
。
粉
塵
飛
散
も

防
止
さ
れ
る
。
か
さ
比
重
が
増
加

す
る
こ
と
で
輸
送
効
率
も
向
上
す

る
。

　
シ
ス
テ
ム
の
安
定
稼
働
に
向
け

て
は
、
タ
ー
ル
や
ダ
ス
ト
の
付
着

な
ど
に
よ
る
処
理
量
の
低
下
も
な

く
、
安
定
運
転
が
可
能
で
高
稼
働

率
を
達
成
可
能
な
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。ま
た
、可
燃

分
の
残
存
率
は
処
理
場
や
季
節
が

異
な
っ
て
も
一
定
の
バ
ン
ド
幅
に

収
ま
る
こ
と
も
確
認
し
て
い
る
。

　
燃
料
化
施
設
か
ら
廃
熱
を
回
収

し
、
下
水
処
理
場
内
施
設
に
温
水

を
供
給
す
る
。
温
水
供
給
で
得
ら

れ
た
消
化
ガ
ス
も
燃
料
化
施
設
で

利
用
す
る
こ
と
で
化
石
燃
料
使
用

量
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
温
室
効
果
ガ

ス
を
大
幅
に
削
減
す
る
。

環境負荷最小限自治体で導入進む

　
微
生
物
に
よ
る
廃
水
・
廃
棄

物
処
理
が
、
例
え
ば
有
機
物
を

分
解
す
る
よ
う
な
物
質
を
変
換

す
る
自
然
界
で
の
物
質
循
環
そ

の
も
の
を
利
用
す
る
た
め
に
、

焼
却
や
化
学
処
理
に
比
べ
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
や
二
酸
化
炭
素

Ｃ
Ｏ
２

発
生
量
が
少
な

く
、
環
境
や
生
態
系

へ
の
影
響
も
最
小
限

で
あ
り
、
場
合
に
よ

っ
て
は
有
用
資
源
や

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
回
収

で
き
る
こ
と
か
ら
注

目
さ
れ
、
自
治
体
な

ど
で
も
積
極
的
に
導
入
さ
れ
つ

つ
あ
る
。

　
環
境
の
物
質
変
換
の
大
半
は

微
生
物
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

微
生
物
は
な
ぜ
変
換
す
る
か
と

い
う
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
て

い
る
か
ら
。
物
質
を
酸
化
し
て

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
獲
得
し
て
い

る
。
酸
化
さ
れ
る
も
の
は
有
機

物
が
酸
化
さ
れ
る
場
合
と
、
ア

ン
モ
ニ
ア
な
ど
の
無
機
物
が
あ

る
。
酸
化
す
る
と
き
は
酸
化
剤

が
必
要
と
な
る
。
結
果
的
に
酸

化
物
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
分
解
産

物
を
手
に
入
れ
る
。

　
微
生
物
は
、

度
Ｃ
以
下
の

好
冷
微
生
物
と
中
温
微
生
物
、

―

度
Ｃ
の
高
温
微
生
物
、

―

度
Ｃ
の
超
高
温
微
生
物

に
分
類
さ
れ
る
。
酸
素
も
好
気

性
、
無
酸
素
、
嫌
気
性
に
な

る
。
水
分
は

％
以
上
で
よ
く

増
殖
す
る
。
保
持
方
法
は
浮
遊

増
殖
反
応
器
や
付
着
増
殖
型
反

応
器
、
汚
泥
ブ
ラ
ン
ケ
ッ
ト

粒
状
汚
泥

型
反
応
器
が
あ

る
。

　
研
究
事
例
は
、
ポ
リ
ス
チ
レ

ン
製
の
浮
上
濾
剤
を
使
用
し
た

生
物
濾
過
型
反
応
器
に
よ
る
効

率
的
窒
素
除
去
技
術
や
活
性
炭

の
吸
着
能
と
優
れ
た
生
物
付
着

担
体
と
し
て
の
機
能
を
活
用
し

た
活
性
炭
膨
張
床
型
反
応
器
、

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム

イ
オ
ン
交
換
機
能
と
生
物
付
着

担
体
と
し
て
の
機
能
を
活
用
し

た
ゼ
オ
ラ
イ
ト
膨
張
床
反
応
器

な
ど
が
あ
る
。

　
汚
泥
処
理
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

リ
ン
資
源
の
回
収
に
つ
い
て

は
、
水
処
理
で
発
生
し
た
汚
泥

の
処
理
も
考
慮
に
入
れ
た
一
体

と
し
た
系
列
で
考
え
る
こ
と
が

重
要
だ
。

（ ） 　　 ２０１２年 平成２４年 ３月２１日 水曜日 　　


